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従来か ら腫瘍細胞の 浸潤、転移に際 し て 蛋 白

分解酵素が重要 な役割 を担 うと さ れ て い る 。

悪性化 した 細胞か らはセ リン （p ⊥asminog θn

activatOr ）、
シ ス チ ン （eath θpsin 　 B ）型

の 蛋白分解酵素が 多量に 分泌され、浸潤に際 し

て 隣接組織を分解 して 浸潤 して行 くもの と推測

されて h る 。 danssrl− Zrargtninal （DnsArgH ）

はシ ス チ ン 、セ リ ン 型 の 蛋 白分解酵素の 特異的

な Prob θ で あ り、ア ル デ ヒ ド基 が 蛋 臼分解酵素

に 特異的 に 親和性 を 有 し て 結合す る 。 この

DnsArgH を使用して
、 正 常腎 、 腎細胞 癌 の セ

リン とシ ス チ ン 蛋 白分解酵素を螢光発 色し よ う

と試み た 。

腎癌症郵ゆ 手術摘 出標本 の 腎正常部分、及び癌

組織を5 ミク ロ ン の 凍結薄切切 片にし 、
α11 

の DnsArgH で incubat θ し 、 螢光顕微鏡下で

観 察 した 。 螢光 は 糸球 体 に は強 くな く、尿

細管に強 く螢光が認め られ た 。 癌組 織 で は 癌

細胞の 胞体全体に螢光を認 め た 。 こ の 螢 光 は

シ ス チ ン 蛋 白分解酵 素特異的 阻害 剤で あ る

P − ch 工 Orom θ rCUrib θ nzoate で 有意に減弱

さ れた 。 腎癌と正 常腎部分 の 尿細管 の 螢 光 染

色 パ タ ーン が 類似 し、腎癌 が 腎 の 尿 綱 管 由来

で あ る こ とを推測 させ る もの で ある 。

　硬骨魚の 腎 ， 肝 ， 脾臓には MMC と魚学関

係者に よ っ て 呼ば れ て い る特殊な貪食細胞塊

がある。 これ の形成機序と機能を解明するた

め ， タ ツ ノ オ トシ ゴ に 馬脾 フ ェ リチ ン を注射

して マ ク ロ フ ァ
ージ （MP ）の動態を追跡 した 。

［材料 と方法コタ ツ ノ オ F シ ゴ （硬骨魚），

HLui，swlMP11E 遮 BL 囲 KER の 腹腔内に

負荷電を もつ 馬脾 フ ェ リチ ン を注入 し ，
1 時

間〜 2 週間にわた り経時的に 腎組織を取 り出
し組織化学的 ， 免疫組織化学的 ， 電顕的に 観

察 した 。

［結果 と結論］注入さ れた フ ェ リチ ン は速や

か に血 中に移行 し ， と くに腎細尿管周囲の 小

洞壁の M　p
’

に よ っ て摂取され細胞内に取込ま

れ て フ ァ ゴ ライ ソ ゾ ーム 内に移 されて消化さ

れ る。 鉄の大部分はそ こ に濃縮蓄積され ， こ

れらの鉄 を大量に保有した M
．
1 は球形 とな り

造血巣内に移動 し ， そ こで凝集するか既存の

MMG に 合流 する o こ れ らの M μに は蛋白合

成に 関与する細胞内小器官はほ とん どみ られ

ない
。 これ らの M βは細胞質内に貪食 した細

胞や崩壊に向 う核や細胞質をもっ てお り ， 老

化や変性細胞を処理する と同時に外来性異物

も処理する機構 と考え られ るo

一105一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


